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新着雑誌より、特集や連載記事を紹介します

『ブレインナーシング』40(3)
後輩指導にも使える類似薬の使い分け早わかり！

脳神経疾患の治療を理解できるくすりの本

特大号

特集

脳神経疾患の薬のみならず、病棟でよくみる鎮痛剤や睡眠薬、
持参薬として遭遇する糖尿病や高血圧に関する薬の特集。
比較表とカラーイラストが豊富で後輩指導にも使えます。

不眠にはメリットはないと思っていませんか？
一時的な不眠は、不快な出来事が起こったときに記憶
を強く残さずに済むというメリットがあるそうです。
睡眠薬や高齢労働者・認知症者と睡眠の関係について
の特集。

『老年精神医学雑誌』35(3)
高齢者の睡眠ー基礎から臨床までー

2024年度は6年に1回のトリプル改定。
特集その１では3者の連携が求められる全体像の解説。
特集その２では、前回に輪をかけて今回は改定内容が増えているため
看護部門に特化し、診療報酬改定を中心として解説。
『看護』76(6)でも各改定の基本的な考え方と看護にかかわる重要な
改定を特集。

本会会員のみなさまへ

利用者カードの発行が無料になりました。
図書の貸出には必要なカードです。
この機会に作成しませんか？

おしらせ

『認知症ケア事例ジャーナル』16(4)
介護における腰痛予防

保健衛生業の腰痛数は、平成16年度から令和4年度で約2.7倍に増加。
腰痛予防体操や排せつ・入浴支援にかかわる介護ロボットの使用事例を紹介。


